
  

 

                        

    

                                              

                                                                    

                                                   

新しい年をむかえ、気持ちも新たに元気よく登校していますか？今月の目標は、「感謝して 

食べよう」です。ふだん何気なく食事をしていますが、食べ物がみなさんの口に入るまでには、 

さまざまな人の「はたらき」がかかせません。食材となった動物や植物の命をいただいている 

こと、食材を育ててくださった人がいること、調理してくださる人がいること、すべてのこと 

に感謝して、ひとくちひとくち味わいながら食べましょう。「いただきます」、「ごちそうさま」 

のあいさつも心をこめてしましょう。  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

脱脂粉乳・コッペッパン・ 

シチュー 
おにぎり・魚・漬物 

 明治２２年、山形県の私立忠愛小学校で、お弁当を持ってこられない児童のために「おにぎ

り、塩ざけ、つけもの」の給食を準備したのが日本の学校給食のはじまりです。第二次世界大

戦後、栄養不足の子どもたちを救うため各国からの援助物資により昭和２１年１２月２４日、

学校給食が再開されました。文部科学省では、これを記念して冬休みに重ならない１か月おく

れの１月２４日を「学校給食記念日」としました。 

 1月の♪食べっぺ給食♪は、「郡山、福島県の地場産物」や「郡山等の郷土料理」「おにぎり

献立」などの献立を実施します。 

※♪食べっぺ給食♪とは、郡山の方言「たべっぺ」(一緒に食べようよ)からネーミングしました。 

令和６年１月 

郡山市立 

小山田小学校 
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さん 

 明治２２年 
 昭和２０年  現 在 

ごはん・魚・あえもの・みそ汁・

果物・牛乳 

「1/24∼30」は『学校給食週間』です 

 



                                               

                                                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ふるさとこおりやま」「わたしたちのこおりやま」社会科副読本郡山市教育委員会 郡山市スローフード(郷土料理)の紹介パンフ  

「だんご汁」郡山市東部地区 

 中田町を含む阿武隈山地一帯は、かつては今よりも

小麦の栽培が盛んな地域であったため、うどん等の小

麦粉を加工して食べる食文化が息づいています。ま

た、根菜を中心とした野菜類をたっぷり使用している

「けんちん汁」が広く食べられています。 

この「けんちん汁」に小麦粉に水を加えて練った団

子を入れたものが「団子汁」です。季節や家庭により、

入れる野菜や具は違いますが、手軽にできるなつかし

い味です。 

（学校給食）…「すいとん」「かぼちゃすいとん」「ご

ますいとん」 

 

小野 

三春 

猪苗代町 

会津若松 

二本松 

本宮 

岩瀬 
天栄 

「鯉料理」郡山市中部 

 郡山は降水量が少ないため、沼やため池がたくさん作られ

て、田んぼや畑にはその水を利用していましたが、明治はじめ

政府初の国営事業として安積疎水の開削が行われました。そ

のことにより猪苗代湖より水を引くことができ、米をはじめ

とする農作物がたくさん作られるようになりました。同じ頃、

ため池の利用として、猪苗代湖の水を使用した鯉の養殖が盛

んに行われるようになりました。 

 「郡山の鯉」は郡山市の発展と歴史に深く関わっている食材

の一つです。 

(学校給食)…「鯉のかば焼き」「鯉のレモンしょうゆかけ」「鯉

の甘酢あんかけ」 

郡 山 の 郷 土 食 

♪食
た

べっぺ給食
きゅうしょく

♪で、 
郡山の「キャベツもち」や 

「いか人参」・「こづゆ」の 

郷土食を一緒に食べっぺ♪ 
 

♪食
た

べっぺ給食
きゅうしょく

♪で、 

郡山産米「あさか舞」や 
米粉パンなどの地場産物を 

みんなで食べっぺ♬ 

「重(じゅう)」郡山市湖南町 

湖南町は郡山市の西端に位置し、

猪苗代湖に面した準高原地域です。

地理的に会津に近いこと、かつては

白河から会津若松に至る主要な街道

であったことから、会津地方に通ず

る様々な文化が残されています。 

湖南町の郷土料理である「重(じゅ

う)」は、祝い事などに供される料理

ですが、会津の「こづゆ」の原型であ

ると考えられています。作り方や材

料は「こづゆ」に似ていますが、生姜

が入っているのが特徴で、味つけも

はっきりしています。 

祝い事には、人参をいれます。仏事

には人参はいれず、「ひら」とよばれ

ます。 

 

＜材料＞(小学校給食) 

・干し貝柱(赤貝缶) ・わらび ・人

参 ・ごぼう ・里芋 ・凍み豆腐 ・

こんにゃく ・焼きちくわ ・地竹

缶 ・さつま揚げ ・生姜 ・しょう

ゆ 酒 みりん 砂糖  

 

 

１２／２０

の給食♪で

食べたね 

 


